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　本書は著者が 1990 年に筑波大学大学院歴史・人類学研究科に提出した博
士論文『台湾における宗教政策─ 1895 年から 1945 年を中心に─』に加筆・














































































































































参加住民 2500 人以上，殺害者約 500 人，逮捕者約 2000 人，起訴者 1664 人，死者
判決者 903 人，死刑執行者 132 人に達した。
４　馬杉吉則，2008，「日本統治期台湾の宗教政策に関する一考察─皇民化を中心とし
て」『キリスト教社会問題研究（57）：205-238。
５　同上。
